
大

正
四
竿

穴
斤
ニ
ド

　
日
窮

=
醸

郵
贋
物
墨
旺

(
任
月

一
同

一
u
警
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払珊

㎝叢

地
租
改
正
案

に
於
け

る
若
干
問
題

貨
幣
数
量
説
に
つ
い
て

…

:

…説

帰兜

商

人

の

漁

業

家

化

・

・
:

:

掲

逸

脈
珊
箆
葛

蚕
留
汚
犀

鳥

の

理

論

・

米

穀

取

引

所

の

統

一

…

:

・
・

雑

録

所
謂

「経
済
統
計
學

一に
就

い
て

・

我
国

に
於

け

る
家
賃

信
用
保
険

・
・

英
国
脈
礁
投
資

ト
ラ

ス
ト

の
近
況

・

佛

蘭
西

の
地
方
財
政

・

我

國

の
鐵
道
資

本
に

つ
い
て

・

四
民
雫
等

令

ご
百
姓

一
揆

・
・

圧
着

外
囲
経
済
雑
誌
主
要
論

題

(埜

韓

載
)

・
法
學
博
士

神

戸

正

雄

・
文
學
博
士

高

田

保

馬

・
経

済

學

士

・
裡

濟

學

士

・
縄

濟

學

士

・
裡

濟

學

士

・
裡

濟

學

士

・
樫

濟

學

士

・
経

済

學

士

・
経

済

學

士

・
経
済
界
博
士

今
西

庄

次

郎

中 菅

川 野

與 和

之 太

助 耶
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貨

幣

数

量

設

に

dつ

L 、

て
〆-¥

一-一、ー~

高

田

ロ
本

'n『
e

d馬

目
次
一
貨
幣
数
量
設
の
意
義
及
び
動
的
問
題
J

町
一
数
量
説
の
叙
議
及
批
許

l
(以
上
前
批
所
載

)
i
三
購
入
蝕
カ
説

--園田

ーー

購

入

飴

力

説

一
一
般
物
慣
が
慣
幣
数
量
-
し
比
例
し
て
騰
務
す
ゐ
ご
一
珂
ふ
見
解
じ
闘
す
ゐ
批
許
以
、
す
で
じ
雄
ぺ
穴
る
ど
こ
わ
で

あ
る
。
こ
れ
に
劃
立
す
る
見
方
ざ
し
て
は
二
般
物
慣
が
所
得
数
量
に
比
例
し
て
騰
落
す
る
さ
云
ふ
見
解
が
め
る
。

此
見
解
は
所
得
数
量
ざ
一
五
ふ
言
葉
に
極
め
て
適
切
な
る
解
稗
を
加
ふ
る
な
ら
ば
、
訣
れ
り
さ
は
考
へ
ら
れ
向
。
司
』

れ
は
し
ば
し
ば
所
得
読
(
出
E
E
2
5
2
邑
H
2
2町
)
の
名
講
を
以
て
よ
ば
れ
る

(
在
は
グ
イ
イ
ず
ァ
、
シ
ユ
ム
ペ
エ

タ
ア
な
ど
の
見
解
を
此
中
に
意
味
せ
し
め
て
ゐ
る
)
。
げ
れ
ざ
も
、
此
適
切
じ
解
稗
せ
ら
れ
た
る
所
得
の
中
に
は
、

普
通
に
云
ム
所
得
の
ほ
か
に
、
新
ぷ
授
輿
せ
ら
れ
た
る
信
用
(
憶
保
の
有
無
に
闘
せ
や
)
、
過
去
じ
於
て
貯
蓄
せ
ら
れ

た
る
助
産
の
買
上
な
ど
が
合
ま
れ
る
。
従
ひ
て
こ
れ
を
他
の
通
営
な
る
言
葉
を
以
て
置
き
か
ふ
る
に
若
か
ね
。
か

、
る
言
葉
ざ
し
て
、
購
入
除
力
が
選
ば
る
ぺ
き
で
あ
る
さ
思
ふ
。
こ
れ
は
一
定
の
時
期
、
又
は
一
定
の
期
間
内
に

於
て
、
何
等
か
の
商
品
の
購
入
に
む
り
符
ら
る
ぺ
き
齢
力
ご
し
て
の
貨
幣
量
(
塞
輿
能
力
の
載
量
で
あ
る
、
委
奥

論

議

貨
幣
数
量
設
に
つ
い
て

第
三
十
巻

七

第
五
披

ブL



論
.
叢

貨
幣
数
量
読
に
つ
い
て

第
三
十
巻

七
三
二

第
五
號

二
〇

.

.

手

段
た

る
貨

幣
片

の
数
量

で
は
な

い
鮎

か
ら
所

謂
貨

幣
数

量
説

ご
匿

捌

せ
ら
れ

る
)
を
意
味
す

る
。
此
意
味

に
於

け

る
購
入
飴
力

の
撒
量

的
培
減

に
比
例

し
て
、
物
偵

が
騰
貴
叉
は
下

落
す

る
。

こ
れ
は
、
責

買

せ
ら

る
べ
き
商

品

の
交
換
償

値

が

一
定

の
も
の
で
あ
る

ご
す

れ
ば
、
そ

の
封
債

ご
し

て
支
彿

は

る
べ
き
購
入
除
力

の
大
小

か
ら
、
各

財

の
慣
格

が
比
例
的

に
高

く
叉
は
低

く
決
定

せ
ら
れ

る
ご
云

ふ
だ
け

の
こ
ご
を
示
す

の
で
あ

る
。
た

讐
此
購
入
鯨

力

の
中

心
を

な
す

も

の
は
常

に
、
生
産
物

の
慣

絡
か
ら
規

則
的

に
、
叉
持
続

的

に
支
彿

は

る
、
こ
こ
ろ
の
所
得

で

あ

る
が
覚
め

に
、{貫
質

に
於

て
は
、
普
通

に
云

ふ
所
得
の
増
賊

が
物
償

を
比
例
的

に
決
定

す

る
も
の
で
あ

る
ざ
云

ふ

見
解
を
俘

ひ
易

い
。

外

さ
て
」
か
、
る
意
味
に
於
"
る
購
入
籐
力
説
が
ご
こ
ま
で
貨
幣
数
量
説
の
安
富
性
を
認
め
得
る
か
を
叙
述
し
て
.み

μ34

よ

.
,

。

、

」
昌

.

∴

.

、

.

.

.

こ

,
.

固

,
.

.

.

、

・

㌦

=

、

」

,

、

・
.

,
,
'

,

5

・
.

∵

.

、

,

・
.

・
.
.

中

本難

弩

繍
鐸

罎
馨

髭

鍵難
無

籍

葬
ガ
　

如

き

は

之

を

貨

幣

数

量

読

の

一
種

で

あ

る

と

見

な

し

て

み

る

。

ミ

ル

ト

シ

ユ

ゥ

の
'即

き

は

こ

れ

を

O
二
二
碧

m℃
暑
6
訂

二
話
o
「一〇

と

よ

ぶ

こ

と

を

す

ム

鰐

め
て
み
る
。

町

私

は

こ

の
購

入

餓

力

と

云

ふ

こ
と

を

ホ

ォ

ト

リ

イ

の

冒

ぞ

①
葺

日
韓
賦
コ
ー

子
。

・げq
唄
・
撃

区

。
{

替

名

。
耳

隠

叶。
プ
鼠

帽

℃
。
毒
臼

ぎ

葺

2

一
p
【δ
ロ

護
町

(濃

口
5
降口
、・
.・
.
げ
。
.。
.
寄

.

.)
の
意
味

に
吃

れ

・

。
と
を
求

め
。
。

さ
う
云

ふ
意
味

に
於

て
云

へ
ば
、

套

・

リ
イ
の
次

の
文
句

は
最

も
よ

醜

く

、

此

購

入

餓

力

説

を

云

ひ
表

は

し

て

ゐ

奪

..:
…

』

お

℃
・剛9

ω

。
鴨
8

5
ヨ
巳

三

島

曽
①

良

器
n
一ξ

胃

角

9

[【。
冨

=

。

窪

Φ

冨
自
ヨ
ぴ
臼

竃

一三

冨

。
h

HD

華

[二
①

6
.}口
一斡
一昌
㊦
.一

「ロ

午

①

ニ
コ
①
℃
①
昌
一

ヨ
卯
.笹

目

。
鴨

勺
5
『
6
一一p
厄

コ
㎝

"
。
笥
。
r

、層

(
ホ

オ

ト

リ

イ

　月

　月

こ

わ

を

貨

幣

数

量

親

で

あ

る

と

云

ふ

κ

せ

よ

)
私

の



冒
購
入
絵
力
説

の
理
論
的
基
礎
づ
け
そ

の
も
の
は
、
肘
の
機
會

に
試
み
た

い
ひ
.

購
入
鯨
力
数

量
説

は
本
来

、
財

の
側

の
事
情

に
於

て
憂
化

な
し

ご
す

れ
ば
、
購

入
鯨
力

の
増
加

に
悉

じ
て
物
債

も

ま

だ
騰
貴
す

べ
し

ど
云

ふ
に
止

ま
る
(簡
明
を
期
す

る
が
爲

に
購

入
飴
力

の
増
加

、
從
ひ
て
物
債

の
騰
貴

の
場
合

の

み
を

取
扱

ふ
)
。
購

入
鯨
力

の
敷
畳

は
ま

さ
に
、
流
通
す

る
貨

幣

の
数
量

に
流
通
速
度
を
乗

じ
把

る
も

の
に
等
し

き

鐸

で
あ

る
。
何

ビ
な

れ
ば
購

入
饒
力

の
行
使

(
そ

れ
を
購

入
の
だ

め
に
使

用
す

る
こ
ご
)
は
流
通
貨

幣

を
幾

だ
び
か

流
通

せ
し

め
て
、
流
通
貨
幣
量
ど

流
通
回
歎

ご
の
積
を

し

て
自
艦

の
数
量

に
等

し
か
ら

し
む

る
が
故

で
あ

る
。
從

ひ
ズ
、
流
通
賃
幣

の
増
加

も
貞
若

し
そ
れ
が
購
入
総
力

そ

の
も
の
を
増
加

せ
し
む

る
の
で
な
け

れ
ば

、
何
等
物
債

を
、騰
貴

せ
し

む
る

こ
ご
は
な

い
は
す

で
あ

る
。
か
毛

、
貨
幣
数

量
説

が
こ

こ
ま

で
支
持
し
得

ら

を

か

ざ
云

ふ

こ
ご
は

、
貨

幣
数

量

の
増
加

が
.ε
こ
ま

で
、
購
入
鯨
力

の
増
加
を
来
す

か
ご
云

ふ
こ
ざ
に
臨
着
す

る
。

貨
.幣

の
数

量

の
増
加

が
果
し
て

、
又
は
ざ

こ
ま

で
、
購
入
鯨
力

の
歎

量
を
増
加

せ
し
む

る
か
如

何

の
問

題

は
、
貨

鍍

量

の
増
加

の
方
斐

は
道
行

に
よ
b
て
異
な

る
、
蓉

へ
ら

・
べ
き

で
あ
る
。
純

理
論
的

に
云

へ
ば

、貨

鍍

量

の
増
加

自
膿

は
必
然

的

に
購
入
鯨
力

を
増
加

せ
し

む

る
も
の
ご
云

ふ
こ
ご
は
出
来

諏
。
進

み
で
云

へ
ば
前
者

の

増
加
が
後
者
の
減
少
晶

件
妻

合
す
ら
考

へ
得
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
ξ

、
含

の
金
融
組
織
に
つ
い
て
見
る

に
、

一
般
に
貨
幣
の
増
加

が
購
入
静
力
の
増
加
を
件
ふ
傾
向
を
有
す
る
。
後
者
の
堆
加
の
程
度
如
何
を
知

る
た
め

に
、
貨

叢

量
増
加

の
種

々
な

る
.方
法
、
又

は
導

の
定
型

的
な

る
も

の
を
考

へ
て
み
よ
う
・
此
方

法
を

組
織
的

に

論

叢

貨
鍍

量
説
に
つ
い
て

第
三
+
巻

七
三
三

第
五
號

三



論

叢

貨
幣
数
量
読
に
つ
い
て

第
三
十
巻

七
三
四

第
五
號

二
二

分
類

し
、
そ

の

一
々
を

論
述
す

る

こ
と
は
到
底
不
可
能

な

る
が
故

に
。
金
本
位
國

に

つ
い
て
見
る

に
、
園
内

に
於

け

る
(
時
弊
用
途

の
)
金

の
新
な

る
増
加

は
必
然

的

に
物
慣
を

騰
貴

せ
し
む

ご
考

へ
ら

れ
て
る
る
。
熬

れ
こ

も
今

假

に
、
増
加

せ
ら
れ

π
る
金
が
新

に
生
産

せ
ら
れ
把

る
も

の
で
あ

る
ご
せ
よ
。
金

の
生

産
額

が
生
産

費
を
償

ふ
に
止

ま

る
限

り
、
生
産
者

は
生
産
費

を
償

ふ
だ
け

の
金
貨

幣
又

は
(
金

の
責

却

に
よ
り
)
銀
行
券

を
入
手
す

る
に
止
ま

る
。

從

ひ

て
新
な

る
購

入
鯨
力
を

獲
得

せ
ざ

る
こ
ご
、
股

支
相
償

へ
る
紡
績
業
者

ご
同

じ

い
、
云
は

穿
金

の
増
加

は
直

接

に
は
何
人

の
購

入
鯨
力

を
も
増
加

せ
し

め
な

い
。
海

里
地
金
貨

幣
叉

は
銀
行
券

が
流
通
場
裡

に
入
り
銀
行
の
支

彿
準
備
を

豊
富

な
ら
し

む
る
こ
ご

に
よ
り
て
、
預

金
貨
幣
を
増
加

せ
し
む

る
ご
き

に
、
そ

こ
に
受

信
者

の
購
入
除

力

が
増
加

せ
し

め
ら
れ

る
で
あ
ら

う
。
從

ひ
て

こ
の
場

合

、
購
入
鯨
力

の
増
加

は
全
く
間
接
的

の
も
の

で
あ
る
。

こ
れ

ビ
異

な
り

て
、
そ

の
増
加
し

把

る
だ
け

の
金

が
政
府

の
新

な

る
牧
人

(
例

へ
ば
外
囲

よ
り
の
償
金
)
で
あ
る
ビ

せ
よ
。
多

く
は
政
府

の
必
要

に
慮

じ
て
、
新
な

る
経
費

こ
し
て
支

出

せ
ら
れ

る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
だ

け
直
接

に
購

入
饒
力

の
増
加

こ
な

る
。
そ

れ
が
重

に
享
樂

財

の
購

入

に
(例

へ
ば
官
吏

の
増
俸

に
よ
り
て
)
ふ
り

む
け
ら

る

る
ε

せ

よ
。
ま

つ
購
入

せ
ら

る
、
皇
樂

財
そ

の
も

の

、
償

格
を
高

め
る
。
次

に
其
影
響

は
波
及

し
て
、
此
財

の
生
産
業

者

の
購

入
鯨
力
を

堆
加

せ
し
む

る
こ
ご
に
よ

り
、
生
産
財

の
償
格
を
高

め
、
文
勢

働
者

の
所
得
を
増
加

せ
し

め
る
。

而

も

、
同
時

に
増
加

し

た
る
金

の
数
量

が
金
貨
幣

ど
し
て
流
通

す

る
に
せ
よ
、
そ
れ

が
聚
券
準

備

こ
し
て
兌
換
券

が
流
通
す

る
に
せ
よ
、
銀
行

の
支

彿
準
備

の
増
加

が
生

じ
易

い
、
こ
の
こ
ご
が
借

用
を
膨
脹

せ
し

め

る
で
あ
ら

う
。

9



か

、
る
購

入
鯨
力

の
増
加

の
道
行

は
政
府

の
手
中

に
新

な
る
金

が
増
加
す

る
場
合

に
限
ら
す

、
叉

紙
幣

が
政
府

に

よ
り

て
新

に
螢
行

せ
ら

る

、
場
合

に
も
認

め
得
ら

れ

る
で
あ
ら
う
。

金

ば

か
り

で
な

く
、
新
な

る
貨
幣

(
た
ご

へ
ば
銀
行
券

の
如

き
)
が
民
間
叉

は
政
府

の
生
産

的
目
的

の
爲

に
使
用

せ
ら

る

べ
き
購
入
鈴
力
.こ
し

て

、
登
行

せ
ら

る

、
場
合

に
は

、
先

づ
物
慣
騰
貴

の
作
用
は
生
産

財

に
及

び
、
次

に

種

〃
な

る
順
序
程
度

に
於

て
、
諸
種

の
享

樂
財

の
上
に
及

ぶ

で
あ
ら
う

。
然
れ

こ
も
、
此
等

の
場
合
、
貨
幣
数

量

の
増
加

に
伜

ひ

て
直
接

に
増
加

し
た

る
購

入
鯨
力

は
た

Ψ
増
加

し
た

る
貨
幣

の
数
量

だ
け
で

あ
る
。
間
接

に
は
購

入
鯨
力

が
二
の
道

行
き

に
よ
り
ず、
増
加

す

る
。

一
.万
に
於

て
は
、
生
産

財
か
ら
享
樂

財

.
そ
れ

か
ら
天

北
克
樂

財

の
生

産
財

へ
ε
、
責

上

の
増
加

が
あ
り

、
又
取
引

が
活

溌
こ
な

る
、
そ
れ

に
伜

ふ
購

入
除
力

の
増
加

が
あ

る
。
他

方

に
於

て
は
、
そ

れ
丈

の
貨

幣
数

量

の
増
加

が
支

梯
準
備

の
増
加
を
通

じ
て
、
信
用
を
増
加

せ
し

め
る
、

こ
れ

が

購

入
除
力

の
増
加

を
可
能

な
ら
し

め
て
も

み
る
が
、
ま

把
そ
れ
自
膿
購

入
除
力

を
膨
脹

せ
し

め
る
(預
金
信
用
)
。

こ
の

こ
ご
は
前

に
述

べ
π

る
通
b

で
あ

る
。
た

マ
、
此
購

入
鯨
力

の
増
加

が
ご

こ
ま

で
に
及

ぶ
か

に

つ
い
て
は
積

極

的

に
何
等

の
敷

量
的
表

現
を
與

へ
が

π

い
で
あ
ら
う
。
た

穿
知
b
得

る
ご
こ
ろ

は
、
現
金

ご
信

用
購
買
力

8
の

割
合

、
貨
幣

ご
預
金

ご
の
流
通
速

度

に
そ
の
憂
動

の
上
下

の
限
界

が
(慣

行
的

に
、
即
ち
経
験

的

に
)
與

へ
ら
れ

て
る

る
も

の

ご
す

れ
ば

、
購

入
絵

力

の
増
加

が
此
限
界

内

に
止
ま

る
で
あ
ら

う

ご
云

ふ
こ
ご
の
み

で
あ

る
。
更

に
眼
を

轄

じ
て
考

ふ
る
に
、
所
謂
相
互

的
貸
借

に
よ
る
預

金
貨
幣

の
創

造

の
み

に
よ
り
て
も
ま
た
、
前

述

の
如

き
購

入
鯨

一論

}最

貨
幣
籔
量
一読
に
つ
い
て

第
三
十
巻

七
三
五

㎜第
五
號

二
三



論

叢

幕

鑑

轄

つ
い
て

第
三
+
巻

七
三
六

第
五
號

二
四

力
の
嘉

が
、
よ
し
そ
黎

婆

の
募

に
用
ひ
ら
・
・
に
せ
よ
.
叉
は
生
産
曽

的
の
得

用
ひ
ら
る

、
に
せ

よ
、等
.し
く
實
現
せ
ら
れ
得
・
。勿
論
、そ
れ
が
間
接
に
は
暴

の
増
加
を
伜
ふ
に
し
て

も
(割
引
に
よ
る
銀
行
券
の

登
行
の
如
き
)
.そ
音

響

し
て
は
何
等

震

旦里
の
増
加
を
ま
た
す
、
ζ

信
用
そ
の
も
の

、
増
加
に
　

て

購
入
勢

を
嘉

せ
し
め
得
・
。
此
の
聖

暑

へ
來
れ
ば
、
貨
叢

量
の
増
加
は
決
し
て
こ
れ
琵

例
す
る
購

入
鯨
力
.の
増
加
を
件

ふ
も

の
ご
見
ら
れ

が
た

い
、
從

ひ
て
、
そ

れ

に
李
行

ず

る
物
儂

の
騰
貴
を

俘
ひ
得

る
も

の
で

は
な

い
。
購
入
鯨
力

説

か
ら
知

b
得

る
こ
こ
ろ
は
か
く
し

て
だ

穿
、
貨

幣
数
量
設

の
理
論
的

に
成

立
し
得

ざ

る
こ

ご

に
外
な

ら

汲
。

.

購
入
勢

。
ぎ

ま
塔

潮

た
か
と
云
ふ
・
・
は
、
・
最

引
讐

人
遣

・
・
て
管

外
・
な
・
…

大
さ
舗

ち
・
前
の
式
に
於
け

。

§

皇

、。
、
で
あ
る
.
併
し
な
奮

、
・
紮

M
の
肇

・
比
例
的

で
・
・
が
爲

・
は
商

・叩
の
流
舞

に
あ
る
賞
誉

銀
行

の
支
塑

備
と
な

。
貨
警

の
割
合
が

つ
ね
に

一
定

し
、
釜

梯
準
備
・
驚

あ

割
合
が

一
定
・
・
あ

る
こ
・
・
轟

の
流
難

度
と
衝

の
流
難

度
と
査

定
、し

て
あ

る

ζ
・
を
要
す

る
。
然

る
に
、

・
れ
…

れ
そ
れ

暑

・
・
限
婆

・

で
饗

・
得

・
と

こ
ろ

の
大

　

孕

る
・

こ
の
こ
と
は
・

。
、

へ
ば
。
イ
シ
ヤ
ア
身

。
統
計
的
研
究
・
よ
・
て
・
、満

し
て
、
犬
猿

ぴ
・
の
後
の
騎

に
於

・
・
妻

・
よ
・
て
明
警

認

め
得
ら
る

。
、
。
ろ
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
.2

九
二
・
年
三

九
二
二
年
・
・
藷

内
物
便

・
考
簿

於

蚕

際
残
高

即
皐

鍵

買
力
長

の
大
さ
蠹

魚

の
如
鯉

よ
り
て
著
し
-
饗

し
て
ゐ
・
、
此
長

の
大
・
餐

は
暴

の
流
邊

馨

反
映
す
・
・
の
に
し
て
・
そ
の
大
小
は
或
程
度

ま
で

流
通
速
度

の
大
小
を
示
す
も
の
と
見
得
る
。
然
る
に
、
〒

9
置

と
し
て
、

物

便

題
貨
流
通
高

銀

行

預

金

死

二
・
年
+
丹

.

一
音

五
金

(百
霧

)

二
。
。
。
(
百
幕

)



.曇

三

年
+

月

一
〇
〇

五
〇
四
(
同

)

一
七
〇
〇
(
同

)

一
九

二

〇

年

+
月

ロ
髄

α
。。
凱

}i

ド
伽

評
"

器

O

ζ

即

一
能

こ。

一
九

一
=

一
年

+

月

昌
1一
α
宝

で
門

H
O

『
"
G。
O
O

く

口

寄

O
O

・
虚

・
が

死

二
二
年
に
、

一
九
二
〇
年
・
覆

で
あ

っ
た
な
ら
ば
、
物
慣
は
三
割

の
騰
貴
棄

し
た
で
あ
ら
う
と
云
鋼
・
凄

ま
た
貨
覆

量
の
増
加
が
必
然
に
商
品
数
量
の
増
加
を
俘
ふ
こ
と
は
前
に
述

べ
た
る
と
こ
ろ
が
ら
十
分
に
明
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

な

ほ

以

上

の
叙

述

に
於

て

、
流

通

す

る
貨

幣

叉

は

其
数

量

ざ
云

へ
る
も

の
は

、

種

々
な

る
解

繹

を

許

す

で
あ

ら

う

が

、
私

は
之

を

次

の
如

く

に
解

し

て

み

る

。
貨

幣

の
種

類

に

つ
い
て

云

へ
ば

こ

、
に
貨

幣

の
中

に
数

へ
ら

る

、

も
の
は
錆
貨
、
政
府
紙
幣
、
銀
幕

の
三
種
、
い
は
ゆ
る
現
金
で
あ
る
。
而
し
て
、
流
通
す

る
貨
幣
芸

へ
畠

.、れ
を
三
榛
に
解
す
ξ

、
嘉

出
来
よ
う
。

一
、
云
は

養

買
流
通
の
世
界
に
活
動
し
て
み
る
貨
幣
で
あ
る
・
こ

の
立
場
に
あ
り
て
は
貨
幣
総
禁

ら
奪

準
備
、
銀
行
預
金

(蓋

帥
時
彿
霧

)、
の
支
逡

備

個
人
の
貯
藏

部
分
を
墜

。
二
、
馨

準
備
、
岳

麓

の
み
を
墜

。
三
、
貨
幣
の
総
量
か
ら
馨

準
備
だ
け
を
除

く
・
嚴

賓

流
通
纂

を
解
す
れ
ば
、
第

一
の
意
義
量

る
べ
き
亀
う
に
も
考

へ
・
・
併
し
な
が
ら
・
個
人
の
財
布
に
あ

る
貨
警

何
時
か
は
支
穫

れ
、
そ
れ
は
商
品
の
費
買
に
於
て
流
通
す
・
。
・
れ
だ
け
は
洗
醤

幣
の
中

に
蒸

含
ま
る
べ
き
で
あ
る
。

進
み
で
云

へ
ば
、
銀
行
の
支
鍵

備
を
流
通
貨
警

し
て
敷

へ
す
に
も

置
き
.フ
る
が
・

弦

に
は

さ
う

せ
の
。
把

マ
登
券
準

備

の
正
貨

の
み
は
原

則

ざ
し
て
支
彿
は

れ
す

に
す
む

(普

通

の
経
濟

の
進
行

に

於
て
は
兌
換
の
必
要
が
認
め
ら
れ
す
に
す
む
)
。此
意
味
に
於
て
貨
慧

量
よ
り
登
券
準
備
の
部
分
の
み
は
常
に
除

論

叢

貨
鍍

量
建

つ
い
て

第
三
+
巻

七
三
七

第
義

一孟

2)K・ynes,・.a.0 .・.86.



じ

論

叢

貨
幣
数
量
読
に
つ
い
て

か

る

、
を

要

し

よ

う

。

第
三
十
巻

七
三
八

第
五
號

二
六

個
人

の
財
布

に
眠

れ
る
貯
蔵
貨
幣

を
流
逸
貨
幣

よ

り
除

か
.む
と
ナ

る
考

へ
方

に
も

「
理
あ

る
。
だ

が
、
此
考

へ
方

を
貫
き
通

せ
ば
、
手
許

に
あ

る
千
圓

の
現
金

が
十
日

に

一
回
輔

(
持
手
を

か
ふ
る
)
す
れ

ば
、
百
圓

だ
け
が
活
動

し

て
み
る
貨
幣

と
見
ら

る

べ
き

や
う
で
あ

る
。

し
か
し
そ
れ

に

流

通
速
度
を
乗

じ
た

の
で
は
求
む

る
と

こ
ろ

の
取
引

総
慣
格

は
出

て
楽
な

い
と
思

ふ
。
財

布

の
貨
幣

も

い
つ
札
は
出

る
金

で
あ
れ
ば
、
之
を
流
通

貨

幣

と
し
て
取

扱

ふ

べ
き

で
あ
ら
う
。
私

は
流

通
貨

幣

を
第

二
の
意
義

に
と
る
。
問
題

は
支
梯
準

備

の
貨
幣

に
あ

る
。
勿
論

そ
れ
自
謹

は
、
何
等

購
入
鹸
力

と
し
て
作

用

せ
ぬ
、
從

ひ
て
之
を
取
去
り

た

る
も

の
を
流
通
貨
幣

と
考

ふ
る

こ
と
も
自
然

で
あ
る
。
然

れ
ど
も

、
此
丈
携
準
備

は
預
金

僧
ハ働
…
の
鎌
脚
量
を
常
岬む
る
に
雪
嵐要

な
る
の
み
瓶
ら
ず

、

そ
れ
自
彊
ま
た
物
断
…の
流

涌
一場

裡

に
山…[
で
て
は
流

涌
}す
る
」
」春

が
あ

る
。
財
中細
の
中

の
貨
磁冊

と
銀
行
金
髄

の
中

の
貨
幣

と

は
入

れ
代

る
運
命

を
も

つ
と
云
ひ
得

ら
れ

な

い
か
。
少

く

も
統
計
的

な
る
考

察

に
於

て
は
、
流

通
貨
幣
を

こ
エ
ま
で

に
ひ
ろ
げ
る

.」
と
が
便
利
で
あ
る
。
ケ
イ

ン
ズ

に
於

け
る
通
貨

の
鍛
量

11
は
ま
さ

し
く

こ
れ

だ
け

の
範
園

を
含
め

る
も

の
で
あ

る
。

シ

ュ
ム
ペ

ェ

タ
ァ
に
於
け
る
貨
幣
量

の
中

か
ら
は
個
人

の
手

に
死

蔵

せ
ら
る
.る
貨
幣

が
取

除

か
れ

て
み
る
。

(
此
瓢

の
考
察

は
別

し
て
未
熟

、
な
腰
再
考

を
期

し
た

い
)
。

然

ら
ば
貨
幣
数

量
説

に
如

何
な

る
償
値
を

も
否

認
す

べ
き
か

ざ
云

ふ
に
、

さ
う

で
は
な

い
。
勿

論
、
貨
幣
数

量

ご

一
般

物
償

こ
の
間

に
精
確

な

る
比
例
的
關
係

の
存
立

す
る

ご
云

ふ
主
張

は
到
底

是
認
し
が

た

い
。
そ

れ
は
理
論

的

に
論
讃
し
得
ら

れ
ざ
る
も
の

で
あ

る
。
た

マ
経
験

的

に
は
、
貨
幣
数

量

の
増
減

が
あ
る
限
度

に
於

て

(嚴
密

で

は
な
く

.
あ

る
範

園
に
於

て
憂
動

ず

る
が
)
比
例
的
な

る
、
云
は

隙
同
方
向

な

る
物
慣

の
騰
落

を
伜

ふ
傾
向

あ

る

こ
ご
を
認

め
得

る
。
而
し

て
、

一
般
物

償
を
支

配
す

る
も
の
が
購

入
除
力

で
あ
る
ご
云

ふ
立
場

に
立
ち
な

が
ら

も

此
傾

向

の
存
す

る

こ
ご
は

一
慮
前

述
の
如

く
理
解

し
得

ら
れ

る
。
簡
盟

に
云

へ
ば
、
貨
幣
数

量

ご

一
般

物
債

こ
の



準
行

的
關
係

が
経
瞼

的
法
則

こ
し

て
認

め
得

ら
れ

る
。
け
れ

ご
も
、

二
者

の
準
行
は
比
例
的

で
は
な
く
、
あ

る
範

園

の
間

に
動
揺

す

る
、
そ

こ
で
事
實

の
上

に
於

て
は
、
貨

幣
数

量

の
増
加

あ

る
に
拘

は
ら
す

、

一
般
物
慣

の
下
落

を
す
ら
見

る
こ
ご
な
し

ご
し
な

い
で
あ
ら
う
。
即
ち
此
傾
向

に
射
し

て
は
英
貨
現
を
附

止
し
叉
は
之

に
打
克

た
む

ε
す

る
他

の
傾
向

が
た
え
す
、
作
用

し

つ
＼
あ

る
。

弦

に
詳
細

な

る
引
用
を

避
く

る
け
れ

ざ
も

,
從
來
貨
幣
数
量
説

の
確
立

の
た

め
に
蒐

集
せ
ら

れ
允

る
統
計

的
資

料

は
、
勿

論
精

確
な

る
程
度

に
於

て
で
は
な

い
が
、
流

通
貨

幣
の
数

量

ざ

一
般
物
償

こ
の
間

の
あ

る
程
度

の
準
行

的

關
係

を
明
示
す

る
。
而

し
て
、
如

何

に
し

て
も
二
者

の
間

が
無

關
係

で
あ

る
ご
云

ふ
こ
ご
を

許

さ
な

い
。
併

し

な

が
ら
、
此
孝
行

は
極

め
て
漠
然

把

る
も

の
に
し
て

、
双
方

は
常

に
此
準
行
を
破
り

つ
、

一
定

の
範
園

に
自
由
な

る

鍵

動
を
管

む

で
る
る
。

こ
の
鮎

に
關
し

て
貨

幣
数
量
説

の
経
験
的

法
則

ざ
し

て
の
妥

営
性

を
顧
み

担

い
ご
思

ふ
。

前
述

の
和

ぐ
貨
幣

の
流
通
速
度

は
固
定
的

の
も
の
で
は
な

い
、
け
れ
こ
も
、
其
憂

動
は
無

制
限

の
範
園

に
亘

り

て
上
下

す

る
の
で
は
な

く

,
肚
會

の

一
般
的
事
情

に
よ
り
て
定

ま
れ

る
ご

こ
ろ
の
あ
る
限
度

の
範
園

の
間

に
行
は

れ

る
。
此

節
園

は
過
去

の
事
實

に
つ

い
て
見

る

に
、
統
計

の
数
字

に
よ
り
て
認

め
得
ら

る
べ
き
も

の
、
而
も
そ
れ

は
可

な

り
に
幅

の
廣

き

も
の
で
あ

る
。

概
括

的

に
云

へ
ば

,
貨
幣

の
流
通
速
度

は
固
定
的

の
も
の
で
な

い
。
貨
幣
数
量

の
僅

少
な

る
増
加

(
減
少

に

つ

.い
て
も
同
じ
)

は

一
般

に
物
債

を
騰
貴

せ
し

め
が
た
し

ご
考

へ
ら

れ

る
。
帥

ら

、
そ

の
作
用
を
中

和
す

る
が
如

き

論

叢

貨
幣
数
量
覗
に
つ
い
て

.
第
三
十
巻

七
三
九

第
五
號

二
七



1晶

叢

貨
幣
数
量
誌
に
つ
い
て

第
三
十
巻

七
四
O

第
五
競

i¥. 

他
の
因
子
の
抵
抗
作
用
が
替
ま
れ
る
。
銀
行
の
支
擁
準
備
の
増
加
も
そ
れ
で
あ
る
が
、
特
に
貨
幣
及
び
信
用
の
流

通
速
度
が
い
く
ら
か
減
少
し
て
、
換
言
す
れ
ば
個
人
の
手
持
購
買
力
が
増
加
し
て
、
物
債
の
騰
貴
を
妨
げ
る
。
然

れ
ぎ
も
此
抵
抗
が
取
去
ら
れ
る
程
の
頴
著
な
る
貨
幣
載
量
の
増
加
又
は
減
少
は
か
へ

h
て
、
物
債
の
麗
動
ど
し
て

そ
れ
以
上
に
大
な
ら
し
め
る

u

特
に
此
作
用
は
疏
通
速
度
の
麗
化
じ
よ
り
て
轡
ま
れ
る
。

概
括
的
に
一
五
へ
ば
貨
幣
数
量
の
増
加
額
著
に
し
て
(
又
は
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
て
)
、
貨
幣
の
購
買
力
漸
次
戚

少
す
る
傾
向
が
認
め
ら
ゐ
、
芯
主
に
は
、
ぞ
の
疏
通
認
度
及
び
信
用
の
杭
吋
迅
速
度
ど
も
ド
大
で
あ
る
。
云
は
Y

手

持
の
購
買
カ
が
減
少
す
る
.
人
々
は
な
る
ぺ
〈
蓮
に
貨
幣
を
財
に
代
へ
な
ぜ
す
る
。
之
に
反
し
て
貨
幣
の
数
量
漸

〈
減
少
す
る
潟
に
(
又
は
そ
の
他
の
事
情
の
た
め
に
)
貨
幣
の
購
買
力
漸
次
低
下
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
進

行
が
一
一
般
に
理
期
せ
ら
る
、
場
合
に
は
貨
幣
定
信
用
芝
の
疏
通
速
度
が
共
に
小
で
あ
る
。
極
め
て
贋
義
ド
於
げ
る

貨
幣
の
能
率
(
卸
ち
現
金
を
さ
す
ご
こ
ろ
の
此
場
合
の
貨
幣
の
一
定
量
あ
ろ
こ
さ
に
よ
り
て
、
替
ま
る
、
取
引
の

債
格

i
lぞ
れ
は
貨
幣
に
よ
り
直
接
に
、
又
は
信
用
を
通
し
て
間
接
に
)
が
減
少
す
る
c

而
し
て
如
上
の
傾
向
は

貨
幣
数
量
の
墳
戚
が
如
何
な
る
事
情
じ
よ
h
て
生
じ
よ
う
ご
も
、
等
し
く
認
め
ら
る
、

εこ
ろ
で
あ
る
。
特
に
記

憶
に
新
な
る
こ
さ
は
、
戦
時
戦
後
の
通
貨
の
膨
脹
及
び
牧
縮
に
件
ひ
て
生
じ
た
る
物
債
の
麗
勤
で
あ
る
。
大
戦
営

時
に
於
け
る
が
蜘
き
貨
幣
の
購
買
力
の
襲
動
は
例
外
的
の
ζ

ぜ
で
あ
る
が
、
卒
和
の
時
期
に
於
て
も
景
気
の
盤
勤

に
仲
ひ
て
常
に
そ
れ
が
盤
勤
し
っ
、
あ
る
が
故
に
、
ぞ
れ
が
た
ね
争
、
貨
幣
及
び
信
用
の
流
通
速
度
の
聾
化
を
伴



ふ

。
『
貨
竃

流
通
速
度
が
往
々
激
甚
壷

隻

生
ず
・
・芝

は
疑
を
容
れ
な

い
。
而

・
て
そ
の
圭
た
・
原
因
は
貨
幣

の
催

の
窪

籔

す
る
信
用

・
護

・
あ
・
…

も
容
易
暑

取
・
得
・
・
勧
』
。
『
轟

催

低
落
・
初
期
・
は
・
幕

・
蓬

速
度
畿

退
ナ
る
・
併
し
な
が
ら
・
穰

.

低
落
は
將
來
な
ほ
鰻
績
す
る
と
云
ふ
確
信

が
力
を
得
た
瞬
間
か
ら
世
人
は
之
に
封
ず
る
防
禦

に
努

め
る
』
。
『
此

の
如
き
恐
慌
的
な
買
入
れ
と
手
許

金

の
減
少
と
の
結
果
と
し
て
貨
幣

の
移
轄

が
卒
土
よ
り
も
急
速
と
な
り
、
人
々
の
手
許

に
停
留
す
る
時
間
が
短
く
な
っ
た
』
、
『
マ
ル

87
の
流
癒
額

羅

薯

比
較

.
て
約

二
千
倍

遍

凄

い
の
に
、
物
債
は
二
萬
士

八
百
+
八
倍
で
あ
・
養

に
聾
し
て
、
貨
警

鍵

豊

富
で
あ
る
と
云

ふ

・湘
と
は
説
明
を
要
す
る
。
而
し
て
】
銀
行
家
は
之
を
流
通
速
度

の
大
塘
加

に
蹄
す
る
の
で
あ
る
。
此
流
蓮
飛
度

の
増
加

は
貨
幣
憤
慨

の
急
激
な
る

低
落
か
ら
生
じ
た
結
果

に
外
な
ら
ぬ
』
。

次

に
流
通
す

る
貨

幣

の
藪

量

定」
預
金
貨
幣

こ
の
割

合
も

、
前

述

の
如

く
嚴
密

に

一
定
し

て
み

る
ご
云

ふ
謬

で
は

な

い
。
そ

れ

が
大

抵
九
封

一
の
割
合

で
あ
る

ピ
見
ら

乃

、
肚
會

に
於

て
も
事
情

の
如
何

に
よ
り

て
は
多
少
愛
動

ず

る
、
貨
.幣
数
量

の
増
加

の
微
少

な

る
時

に
は
そ

れ
が
増
加

し
、
景
気

の
絶

頂

に
於

て
そ
れ
が
著

し
く
減
少
し

て
み

お

ご
云

ふ
が
如
き

は
そ
れ

で
あ

る
。
た

ゴ
此

割
合

の
憂
動

に
も

一
定

の
上

下

の
限
度

が
あ

る
こ
ざ
は
明
で
あ

る
。

(此

割
合

は

一
膿

に
銀
行

の
準
備
維

持

の
必
要

ご
牧

盆
の
必
要

こ
か
ら

、
憂

動

の
幅

少
な

し

ご
み

・ら
れ

る
)
。
商

品

の
数
量

に

つ
い
て
も

、
そ
れ

が
可

な
り
に
鬱

す

る
性
質

の
も

の
で
あ

る
こ
ご
は
明

で
あ

る
が
、
し
か
し
霧

が

ま

把

】
定

の
限
度

に
於

て
螢
ま

る

、
こ
ご
も
疑
ひ

が
担

い
。
而
し

て
、
今

ま

で
列
畢

し
た
る
諸

の
事
項

の
相
劉

的

安
定
性

(
あ
る
範
園
を

の
み
上
下
す

る
性
質
)
は
経
瞼

的
統
計
的

(
い
は
ゆ

る

超
日
℃
8
ヨ
9
。
δ

σq
再

げ
)

の
も
の

に

論

叢

幕

叢

書

つ
い
て

.

第
三
喜

茜

一

第
五
號

二
九

3)山 崎博 士「若 干 の貨幣 問題 」二三 二,二 三 四,二 三六:頁。



論

叢

貨
鍍

量
聾

つ
い
て

第
三
憲

七
四
二

第
五
號

三
Q

し

て
,
理
論
的

に
其

必
然
性

を
論
讃
し
得
ざ

る
、
極

め
て
複
雑

の
性
質

の
も
の

で
あ
る
。
併
し
な

が
ら
、
兎

に
角

、

そ
れ

が
認

め
ら

る

、
以

上
、
所
謂
交

換

の
方
程
式

を
基
礎

こ
し

て
、
貨

幣
数

量

ご

一
般
物
償

ご
の
み

る
程
度
ま

で

の
準
行
性

が
認

め
得
ら

る

、
わ
け

で
あ

る
。
た

冒
之

に

つ
い
て

も
、
な
ほ

一
つ
の
制

限
を
加

へ
な

け
れ
ば

な
ら

蹟
。

確

認

せ
ら

る

、
も

の
は

二
者
の
李
行

に
し
て

、
貨

幣
歎
量

の
憂
動

が
常

に

一
般

物
償

の
憂
動
の
原

因

で
あ
る
ご
云

ふ

こ
マ」
で
は
な

い
。

一
般
物
情

の
憂
動

が
或

る
程
度

ま

で
貨

幣
敷

畳

の
憂
動

ご
相
仲

ひ
て
の
み
存

立
し
得

る
ε
云

ふ
こ
ご

で
あ

る
。
た

穿
此

の
如

く

に
見
て
も

、
物
償

政
策

が
貨

幣
を
中
心

こ
し
て
行

は
る

、
こ
ご
は
な
ほ
、
理
解

し
得
ら

れ

る
、
貨

幣
敏
量

の
減
少

あ
る
限
度

に
及

べ
ば

一
般
物
慣

が
下
落

の
傾
向
を
示

さ

穿
る

こ
ご
は
あ

り
得

ざ

る
課

で
あ

る
か
ら

。

■

ケ
イ

ン
ズ
は
云

ふ
。
『
方
程
式

(
前

に
引
用

し
た

る
)

の
各
項

は
、
そ

の
受
動

に
於

て
P
の
安

定
を
助
長
す
る
傾

が
あ

り
、
且

つ
或
種

の
抵
抗

が

働

い
て
n
の
適
度

姦

化

が
そ

の
影
響

+
分

に

・
に
及

ぼ
す

・
と
を
妨

げ
る
』
。
・
の
・
と
は
k
¥

¥
�A
�n
�ﾐ
�ﾄ
�E
�C
�E
�с
A
�ﾌ
�羽
�

ｮ
�ﾌ
�鼾

�ノ

ノ

に
於

け
る
M
血

、
V
V
Q
等

に
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
程

度

の
弾

力
性

あ
る

こ
と
、
而

し

て
此
弾
力
性

が

一
般

物
債

の
攣
動

を
防
ぐ

や

う
に
出

来

て
み
る

こ
と
を
示
す
。
而

も
ま
た
、
此
弾
力
性

の
存
在

は
、
物

慣

の
攣
動

ま
つ
生

じ
て
而

し
て

の
ち

に
貨
幣

数
量

の
増
加

に
之

に
伸

ふ
こ
と
も
可
能

な
ら

し

め
る
、
需

給

の
著

し
き
攣
動

の
た
め
に
(
例

へ
ば
外

國

か
ら

の
需
要
増
加

の
た

め
に
)
一
般

物
便
が
高

ま

る
。

こ
の
時
V
W

等

の
弾
力
性
あ

ろ
が

爲

に
貨
幣
数
量

は
潜
加

せ
ず
し

て
、

そ

の
事

が
可
能

と

な
る
。
而

も

こ
の
弾
力
性

の
許

し
得

る
限
度

ま

で
に
V

W

M

一
M
等

の
憂

化
が
到
達
す

る

と
き
に
は
、
貨
幣
数
量

の
上

に
攣
化

な
く

し
て
そ
れ
以

上

の
物
慎

の
攣
動

が
不
可
能

と

な
る

(
汐
見
博

士
に
よ
れ
ば
、

こ
の
こ
と
は
大
戦
當
初

の

の

日
本

に
つ

い
て
認

め
ら
れ

る
)
。

ノ
ガ

ロ
に
よ
れ

ば
、
小

な
る
貨
幣

籔
量

の
憂
化
は
物

債

を
攣
化

せ
し
め
ず

、
大

な
る
そ
れ

の
み
が
顯
著

な
る
愛
化

を
與

ふ
る

と
云

ふ

の
は
事
實

4)汐 見博士「経済統計研究」二七 三頁以下



,

で
は
な

い
。
事
寳

に
於

て
は
鍬
量

の
小
な
る
受
動

も
大
攣
動

も
等

し
く
物
慣

を
攣
動

せ
し
め
、
叉

は
何
等

の
憂

動
を
も
與

へ
ず
。

し
か
し
曲
者

へ

方

は
貨
幣

数
量

の
小

な
る
愛

化

に
際

し
て
は

P
の
安
定
す

る
傾

向
あ

り
と
云

ふ
こ
と
と
反
…封
な
る
も

の
で
は
な

い
。
他

の
種
々

な
る
傾
向

が
作
用

し
て
具
膿

的
な
る
吻
憤

は
定

ま
る
も

の
で
あ

る
。

そ

こ
で
財

の
側

の
事
情

か
ら
物
偵
ま
つ
騰
貴

す
る

こ
と
が
あ

る
如

く
、

P
の
安
定

の
傾

向
が
す

の

で
に
貨
徹
叩数
量
の
小
な
る
猶
動
の
際
か
ら
他
の
傾
向
の
た
め
に
妨
げ
ら
る
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

貨
幣
数

量

の
攣

動

ご

一
般
物
償

の
憂
動
こ

の
孕
行

ご
云

ふ
こ
ご
は
、
前
述

の
如

く
極

め
て
ゆ

る
き
意
味

に
於

て

の
み
存
立
す

る
。
從

ひ
て
特
殊
の
事
情

の
下

に
於

て
は
著
し
く

こ
の
挙
行

の
關
係

が
掩
飢

せ
ら
れ

る
。
大
戦
常
時

の
畢
貫

ご
し

イ、
、
後
者

が
前

者
の
十
倍

に
及

び
把

る
が
如

き
は
そ

れ

で
あ

る
。
た

穿
か

、
る
特

殊

の
事
情

を
除

い

て
云

へ
ば
、

炉
の
準
行

開
帳
の
撹
齪

が

…
定

の
限

度

に
於

て

の
み
蕾

ま
れ

る
。
此
限
度
そ

の
も
の
は
恐
ら
く
、
肚

會

の

一
般

的
事
情

.
例

へ
ば
貨
幣
使
用

の
慣
習

、
市
場

の
組
織
、
交

通
運
輸

の
設
備

、
信
用
制
度

の
登
蓬

の
故

に

長

期
的

に
攣
化

す

る
も

の
で
あ
ら

う
が
、
あ

る

一
定

の
時
期

に
於

て
は
與

へ
ら
れ

だ
る
も

の
ざ
見
得

る
。
而
し
て

此
限
度
内

に
於
け

る
動
揺

の
う
ち
最

も
重
要

な

る
も

の
は
景
気

に
件

ふ
憂
動

で
あ

る
。
景
気

の
攣

動
は

一
方

に
於

て
商

品
の
取
引
歎
量

の
上

に
可
な

b

の
鍵
動

を
生

ぜ
し

め
.る
。
上
昇

は
常

に
生
産
物
数

量
を
増
加

せ
し

め
延

い
て

取
引
数

量

の
膨
脹
を
來
・す
、
下
降

は

正
反
樹

の
作
用
を
及

ぼ
す
。
そ
れ
は
ま
た
他
方

に
於

て
、
貨

幣
側

の
諸
事

情

の

上
に
作
用
す

る
。
貨

幣

の
数

量

ご
信
用

(
重

に
預
金
貨

幣
)
こ
の
割
合

も
愛
化
す

る
。

そ
の
詳
細

に
立
入

る
こ
ご

は

、
景
気
受
動

の
理
論

の
仕
事

で
あ

る
が
、
今
そ

の
大

艘

に

つ
い
て
見

る
に
、
上
昇
期

に
於

て
は
貨

幣
数
量

に
謝

す

る
預

金
貨
幣

の
割
合

が
著
し
く
増
加

す

る
、
此
割
合

の
弾
力
性

は
相
當

に
多

い
。
小
切
手
を
以

て
す

る
支

彿

は

瓢珊

型取

.貨
館
…敬
呈
読
に
つ
い
て

,

第
三
十
巷

七
四
三

第
五
號

=
=

.
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Z晶

叢

貨
幣
毅
量
説
に
つ
い
て

第
三
十
巻

七
四
四

第
五
蹴

戦
前
の
米
国
に
於
て
す
で
に
他
の
支
梯
の
十
倍
以
上
に
上
る
さ
見
ら
れ
て
ゐ
た
が
前
者
の
数
量
さ
貨
幣
載
量
て
の

比
は
雫
均
か
ら
其
二
割
乃
至
五
割
づ
、
も
上
下
に
動
揺
す
る
事
が
あ
り
、
此
動
揺
は
景
気

ω擾
動
に
よ
り
て
支
配

せ
ら
れ
て
ゐ
る
o

貨
幣
の
流
通
速
度
及
び
信
用
の
流
通
速
度
も
ま
た
景
気
の
波
に
つ
れ
て
襲
動
す
る
。

こ
れ
は
景

気
の
上
昇
下
降
に
倖
ふ
手
持
臨
貰
力
(
現
金
な
ら
十
に
預
金
に
於
げ
る
)
の
減
少
、
増
加
さ
し
て
認
め
得
ら
れ
る
。

景
気
の
上
昇
期
に
於
て
、
商
品
の
取
引
数
量
の
増
加
に
拘
は
ら
守
、
な
は
物
債
の
騰
貴
す
る
の
も
、
多
〈
は
そ
れ

に
件
ふ
信
用
の
膨
脹
ず
し
流
迅
速
度
の
増
加
に
よ
る
。
者
し
、
貨
幣
の
流
通
謹
度
又
は
能
指
十

J

丘
二
百
ふ
こ
ざ
令
、
極
め

て
虞
義
に
解
す
る
立
場
、
即
ち
一
定
の
期
間
に
行
は
れ
た
る
責
買
の
融
債
格
を
以
て
貨
幣
の
作
用
さ
見
、
之
を
貨

幣
の
敷
量
に
て
除
し
允
る
商
を
以
て
其
能
率
さ
な
す
立
場
か
ら
云
ふ
な
ら
ば
、
景
気
の
接
動
が
此
能
率
を
盤
動
せ

し
め
、
そ
れ
に
伴
ひ
て
物
債
の
聾
動
が
貨
幣
数
量
ど
十
分
に
は
相
平
行
せ
ざ
る
に
至
る
。
景
気
の
上
昇
は
此
意
味

に
於
け
る
能
率
を
大
な
ら
し
め
、
其
下
降
は
之
を
小
な
ら
し
め
る
。

か
ふ
る
難
か
ら
晃
た
る
購
入
餓
カ
説
と
貨
幣
数
量
説
と
白
聯
絡
に
づ
い
て
か
ヲ
て
遁
べ
た
る
と
こ
ろ
の
一
節
を
引
用
す
る
。

『
此
の
知
〈
、
購
入
鈴
カ
設
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
貨
幣
扱
量
四
増
減
が
直
に
購
入
飴
カ
の
増
減
・
と
平
行
ナ
る
と
云
ふ
前
提
が
論
詮
せ
与
れ
ぎ
る

以
上
、
貨
幣
数
量
説
は
是
認
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
、
一
方
に
於
で
、
貨
幣
数
量
と
一
般
物
債
と
の
或
範
国
に
於
る
平
行
は
一
色

経
験
的
法
則
と
し
て
認
め

b
れ
得
る
事
柄
で
あ
る
。
加
之
、
貨
幣
数
量
の
費
動
と
購
入
像
力
の
費
動
と
の
平
行
が
必
然
的
な
り
と
一
苫
ふ
こ
と
の
論

設
は
困
難
で
あ
る
に
も
せ
よ
、
前
者
に
件
ひ
て
後
者
が
副
理
動
ナ
る
と
云
ふ
こ
と
を
あ
る
穣
度
重
で
は
理
解
し
得
る
。
例
へ
ば
貨
幣
が
政
府
又
白
兵

調
白
一
消
費
叉
は
生
産
自
目
的
に
使
用
す
る
資
金
を
供
給
ナ
る
が
郊
に
、
増
愛
せ
ら
る
ふ
場
合
に
は
、
そ
れ
白
鞄
新
な
る
購
入
餓
カ
を
供
給
ナ
る
の



み
な
ら
ず
、
銀
行

の
支
挑
準
備
を
高
め
銀
行
支
梯
手
段

の
増
加
を
容
易
な
ら
し
む
る
こ
と
に
よ
り
間
接
に
購
入
鹸
力
を
堵
加
せ
し
め
る
。
叉
預
金

貨
幣
の
創
設

に
よ
り
て
清
費
的
乃
至
生
産
的
信
用
を
授
興
す
る

こ
と
に
よ
り
購
入
鹸
力
を
堰
加
す
る
こ
と
あ
り
と
せ
よ
。
支
梯
準
備

の
屠
加
が
必

要
な
る
が
た
め
に
、
叉
市
場
の
習
慣
が
小
切
手
と
現
金
と
の
一
定
比
率
を
要
求
す
る
傾
向
が
あ
り
、
從
ひ
て
小
切
手
取
引
の
増
加
に
応
じ
て
現
金

の
増
加
を
必
要
と
す
る
が
爲

に
、
貨
幣

の
曾
螢
が
蝕
儀
な
く
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
事
情
か
.ら
、
購
入
鹸
力

の
増
減
は
自
ら
貨
幣
撒
量

の
増
減
と

相
伴
は
む
と
山ブ
る
、
た
y
論
議
せ
ら
れ
が
た
き
は
二
者

の
藪
量
的
比
例
關
係

の
み
。
こ
れ
ら

の
事
情
よ
り
し
て
、
貨
幣
轍
量

の
増
減
は
、
よ
し
反

劉

の
傾
向

に
妨
げ
ら
る
・
こ
と
は
あ
り
と
蓄

も
、
肇

に

一
般
物
煩
、
從
ひ
て
貨
驚

債
値
差

宿
し
得
る
も

の
で
あ
る
生

玉
は
な
け
わ
ぱ
な

ら
ぬ
。
他
方
に
於

て
、
か
の
交
換
方
程
式
に
現
は
る
藷

項
目

の
う
ち
、
取
引
高

そ
の
も
の
は
重
縫

會

の
複
雑
な
る
事
情
に
よ
り
て
定
ま
る
。が

故

に
、
意
識
的
調
節

の
作
用
を
以

て
直
接
に
左
右
し
が
た
く
、
貨
幣

の
流
逸
速
度
に
至
り
て
は
特

に
黙
り
。
貨
幣
代
用
物
と
稽
せ
ら
る
工
小
切
手

ハ或
は
預
金
貨
瞥

を
離
れ
芸

・蒔

は
、
た
養

驚

撒
量
の
み
が
畠

に
人
爲
を
以
て
統
制
芸

鷺

。
乱

暴

藪
最
が
貨
幣
債
櫨
婆

鰹

の
た
め

の
主

た
る
目
的
物

た
る
所
以

で
あ

る
。』

貨

幣
数

量
説

が
理
論
的

に
は
成
立

せ
す

、
把

y
あ
る
程
度

の
蓋

然
性
を
有
す

る
経
験
的
法
則

こ
し

て
認
容

ゼ

ら

る

べ
き
事

、
貨
幣

側

の
事

情

に
よ
り
て

㎝
破
物
償

が
如

何

に
制
約

せ
ら

る

、
か

ご
云

ふ
こ
ご
、

こ
れ
を
略
述
し
得

把

ご
信

ず

る
。
・撚

れ
ギ
、
も

一
般
物
償

の
受
動

は
決

し
て
貨

幣

の
側

に
於
け

る
事
情

だ
け
か

ら
生

じ
来

る
も
の

で
は

な

い
。
財

の
側

に
於

け

る
事
情

も

ま
た

.

一
方

は
貨
幣

の
債

値

の
長
期
的
墾
動

の
上

に
、
他
方

は
そ

の
景
気

に

つ
「

れ
て

の
攣
動

の
上

に
、
顕
著

な

る
作
用
を
警

む
。
勿

論
貨

幣
側

の
事

情

、
例

へ
ば
購
入
鯨
力

の
増
加

に
伜

ふ
生
産

物
歎
量

の
増
加

の
作
用

の
如

き
は

、既

に
述

べ
た

る
こ
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
、
に
は
專
ら
貨
幣
側

の
事
情

ε
は
凋

立

に
生

じ
た

る
こ
こ
ろ

の
財

の
側
の
事

情

に
し

て
、
貨

幣

の
償
値
を

左
右
ず

る
も

の
を

述

べ
る

(此

影
響

が
貨

幣

側

論

叢

貨
鍍

量
誓

つ
い
て

第
三
墓

詣

五

第
五
號

三
三



論

叢

貨
幣
数
量
読
に
つ
い
て

第
三
+
巻

七
四
六

第
五
號

三
四

に
於

け

る
鍵

化

を

ま

ち

て

の
み
行

は

る

、
や

、

否

や

ざ
云

ふ

こ
ご

は

、
自

ら

別

の
問

題

で
あ

る
)
。

ま

つ
技

術

の
進

歩
生

産

組

織

の
改
善

に
よ

る

こ

こ

ろ

の
生

産

費

の
低

下

は
自

ら

一
般

物

償

を
低

下

せ
し

め

る
。

勿

論

購

入

鯨

力

は
大

膿

に
憂

化

せ

ざ

る
も

の

ど
す

れ

ば

、

こ
の

こ

ご
は

セ

㌣
生
産

物

数

量

の
増

加

を

通

し

て

の
み

可

能

で
あ

ら

う

。

前

世

紀

末

、
九

十

年

代

ま

で

の

一
般

的

物

偵

下

落

は
重

に
か

㌧

る
原

因

に
よ

る
も

の

ご
考

へ
ら

れ

て

る

る
。

そ

の
後

大

戦

前

ま

で

の
物
債

騰

貴

は
金

生

産

額

の
増

加

、
從

ひ

て
貨

幣
数

量

の
増

加

が
此
傾

向

に
打

ち

克

ち

セ

る

ゴ
爵

二
生

じ

℃

る
も

D

で
b

ら

う
。

聾

酷

畿

尉

D
堕

垂

、
笛

♪

て

亜
股

塾

目

ワ
£
F

～
菜

.・

.

一
畳

.
1

、一

.,
ノノ
ー
ノ

r一

(

,̀

I

pイ
{
尋ス
左

目

,G
皿謂
.Y.鳳

毛

弔(

M美
む

塁

【
ノ
、O
、弔

一

,1
.叩{奇」

一
刃

物

償

を
低

下

せ

し

め

る

、

た

隙
今

ま

で
交

通

不

便

の
爲

に
鍮

出

の
困

難

な

b

し

場
合

に

あ

り

て

は

、
多
数

の

財

の

債

格

騰
貴

を

招

く

こ

ビ
な

し

ご
し

な

い
で

あ

ら
う

。
勿

論

そ

れ

が
輸

入
品

(及

び
生
産

手

段

を

輸

入

に
仰

ぐ

生

産

物

)

の
償

格

の
低

下

の
爲

に
相

殺

せ

ら

れ

て
噛

一
般

物
慣

を

騰
費

せ
し

む

る

に
至
ら

ざ

る
可

能

は

多

い
。
聾

銀

の

一
般

的

騰
貴

が
労

働

の
生
産

物

の
慣

格

,
從

ひ

て

一
般

物

慣

を

高

め
上

ぐ

る
や

、

に

つ

い
て

は
異

論

が
あ

る
。
併

し

此

問

題

は

大

禮

に
於

て

、
否

ご
答

へ
ら

れ

ね

ば
な

ら

ぬ

。
購

入
鯨

力

に
し

て
與

へ
ら

れ

π

る

も

の

で
あ

る
限

り

勢

銀

の
騰
貴

は
労

働
外

所

得

の
減

少

を

卒
す

で

あ
ら

う

。

從

ひ

て
勢

働

に

よ

乃
生

産

物

の
生
産

費

は

一
般

に
高

く

な

る

が

、
勢

銀

を

以

て

購

入

せ
ら

る

、
も

の

は

こ
れ

に
慮

じ

て
騰

貴

し

よ

う

、
併

し

そ

の

他

の
財

の

需
要

は
減

少

し

、
偵

格

亦

低

下

す

る
外

は
な

い
、

か

く

し

て

一
般

物
慣

が

必

ず

騰

貴

す

ご
云

ふ
結

論

は

ひ
き

出

し
難

い
ざ
考

へ

ら

れ

る
。

關

税

、
消

贋

税

の
作

用

は
極

め
て
複

雑

な

る

も

の

に
し

て

、
そ

れ

は

十

分

に
轄

嫁

の

理
論

の
究

明

せ
ら



,

,

れ

て

の
み

明

に

せ
ら

る

、

こ
ご
を

得

る

で
あ

ら

う

。
併

し
な

が
ら

大

膿

に

つ
い
て

云

へ
ば

.
課

税

せ
ら

れ

だ

る
商

品

の
慣

格

は

も

ピ

よ

り
騰

貴

し
、

又

こ
れ

ご

代
用

關
係

に
あ

る
、

又

こ
れ

を

生

産

財

ご
す

る

ビ

こ
ろ

の
商

品

な

ら

び

に
生

産

財

を

著

し

く
共

通

に
し

て
.み

る
商

品

の
償

格

も

亦

騰

貴

す

る

。

け

れ

こ

も
他

の
商

品

の
償

格

が

一
様

で

あ

る

ご

は
断

定

せ
ら

れ

が

た

い
。
低

下

せ

ぬ

ご
も

限

ら

漁

、
購

入

鯨

力

が

ほ

丁

[
足

せ
ら

れ

た

る

も

の

ざ
認

め
得

ら

れ

る
か
ら

。

把

冨
、
そ

れ

が
生

活

必

需

品

で
あ

り

、

一
切

の
財

の

生
産

費

こ
し

て
入

り

こ
む

ざ
音

遣

に
見

ら

る

、
場

合

に
は

一
般

物

慣

の

騰
貴

を

生

す

る

ご
思

は

れ

る
。

こ
れ

ら

の
財

の
側

に
於

て
貨

幣

の
償

値
を

左
右

す

る
事

情

は

つ
ね

に
、

貨

幣

の
側

に
於

け

る
事

情

實
相

協

力

し

.
相

殺
し

て

事

質

に
於

け

る
貨

幣

の
儂

値

の
　礎
動

を
ひ

き

起

す

も

の

こ
考

へ
得

る

。

勢
銀
の
騰
貴
が

一
般
物
債
を
高
め
得
る
か
と
云
ふ
こ
と
に
つ
い
て
は
リ
カ
ル
ド
、
ミ
ル
以
来

い
ろ
い
ろ
の
議
論
が
あ
る
。
勢
働
慣
値
読
に
し
て

純
粋
に
支
持
せ
ら
る
瓦
限
り
、
勢
銀
の
騰
貴
も
財
の
生
産
に
必
要
な
る
勢
働
の
数
量
に
墜
死
を
及
ぼ
さ
V
る
以
上
、
物
慎
を
塗
動
せ
し
む
る
カ
な

し
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
勢
働
領
値
読
か
ら
の
結
論
は
か
く
明
白
で
あ
る
。
議
論
の
道
行
に
於
て
屡
々
金
の
生
産
費
の
考
察
が
と
り
入

の

れ
ら
れ
る
。
此
購
今
詳
論
し
得
な
い
。

さ
て
貨
幣

の
慣
値

の
決
定

せ
ら

る

、
道
行
は
略

ぼ
之

を
述

べ
た
。
過

去
の
事
貿
を
顧

み
る

に
そ
れ
は

元
ぬ
ざ

る

憂

動
を
遽
げ

て
る
る
。
而

も
此
墾

動

が
時

に
は
極

め
て
急

激
な

る
歩
調

に
於

て
行
は

れ
た

の
を
見

る
。
戦
時

及
び

戦
後

の
事
實

は
人

々
の
記
憶

に
な
ほ
新
な

る
ご
こ
ろ

で
あ

る
。
而

も
此
貨

幣

の
慣
値

の
受

動
は
経
濟

生
活

の
順
調

な

る
進

行
を
妨
ぐ

る
事

少

し
ご
し
な

い
。
例

へ
ば
、
そ

の
下
落
、
從

ひ
て

一
般
物
慣

の
騰
貴

は
債
権
者

の
利
益
を

論

叢

貨
幣
数
量
設
に
つ
い
て

第
三
十
巻

七
四
七

第
五
號

三
五

6)Wicksell,Vorlesungen,2.Band,S.178.
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払岡
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借景
幣
数
量
{読

に

つ
い
て

第

三
十
巻

.

七
四
八

〃弟
五
慮號

三
六

損

ひ
、
叉

一
定

の
利
子

、
年
金

、
配
當
を

以

て
衣
食

す

る
も
の

、
生
活
を
脅

し
、

一
定

の
.豫
算
を
以

て
す

る
事
業

計

劃

の
遽
行
を
不
可
能

な
ら
し

め
、
多

く
は
螢

働
者

の
生
活
を
困
難

な
ら
し

め
る
。
反
樹

に
貨

幣

の
償

値

の
騰
貴

は
債
権

者

の
利
益
を
増
加

せ
し

め
て
企
業

者
を
屡

々
困
難

の
地

位
に
陥

れ

る
、
勢
働
者

は
失
業

の
惨
苦
を
昧

ふ
。

貨
幣

の
債
値

の
鍵

動

が
微
弱

な
る

ご
き
は
そ

の
結

果
此

の
如

く
明
白
な
ら
す

ご
し
て
も
、
何
等

か
の
程
度

に
於

て

経
済

の
順

調
な

る
連
行

を
阻

止
す

る
ご
思

は
れ

る
。
か
く
て
、
貨

幣

の
僧
位

の
安

定
を
求

め
む

ご
す

る
努

力

が
常

に
行
は

れ
て
る

る
の
を

見

る
。
此
安
定
は
然

ら
ば

、
如

何
な

る
方

法

に
よ
b

て
、
天

河
な
標
準

こ
し
て
行
は

る
、

も

の
で
あ

る
か

、

こ
れ

に
關
す

る
簡
軍

な

る
叙
述

を
試

み
る
。

貨

幣
償
値

、
帥

ち
そ

の
購

買
力

の
安

定

に

つ
い
て
は

、
そ

の
種

々
な

る
方

面
を
分

ち
考

へ
得

る

。
一
髄

、
此

購

買
力
そ

の
も

の
が
或

は
景
気

的

に
、
或
は
長
期
的

に
憂
動
ず

る
。
從

ひ
て
貨
幣
債
値

の
安
定

は
そ

れ
を
景
気

蘭
憂

動

、
長
期
的
愛
動

か
ら
切
離
す

こ
ご
に
あ
る
。
而

し
て

,
此
意

味

に
於
け

る
貨
幣

の
慣
値

の
安

定
方
法
も

た

冨

一

に
貨

幣

及

び
信
用

の
数

量
を

中

心
こ
し

て
考

へ
ら

れ
る
。
蓋

し
貨
幣

の
償
値
を
決
定
す

る
事

項

の
中

、
最

も
人
爲

的
調
節

の
容
易
な

る
も

の
は

こ
れ

に
外
な
ら
ざ

る
が
故

で
あ

る
。
財
の
側

の
事
情

は
容
易

に
人
爲
的
統
制

の
下

に

置
き
得

べ
く
も
な

い
。
貨
幣

の
流
通
速
度

、
之

を
側
面
よ
b
云

へ
ば
、
手
持
購
買
力

の
憂
動

も
ま
た
政
策
を

以

て

直
接

に
は
左
右

し
が
た
き

も
の
で
あ
る
。
弦

に
於

て
、
貨
幣

の
償
値

の
安

定
を
計

る
方
法

こ
し
て
は
、
貨
幣
及

び

信
用

、

一
言

に
し

て
話

せ
ば
銀
行
支
佛
手
段

の
歎
量

の
統
制

が
ま

つ
考

へ
ら

れ

る
。



私

は
貨
幣

の
便
値

に
劃

し

て
、
貨
幣

の
数
量
以

外

、
貨
幣

の
性
質

が
全

然
無
闕
係

で
あ
る
と
は
考

へ
得

な

い
。
貨
幣

の
性

質

の
低
下
即

ち
そ

の

受
領
慣
習

に
封

ず
る
信
頼

の
減
少

の
如

き
は
著

し

く
そ

の
購

買
力

を
左
右

す
る
も

の
と
思

ふ
し
、
此
作
用

は
貨

幣
数

量

の
作

用
を
通
じ

て
行
は
る

エ
も

の
と
も
思

は
な

い
。
全

く

一
の
猫
立

な
る
作

用
と
見
る

べ
き
も

の
と
考

へ
る
。
併

し
な
が
ら
、

一
方

從
來

の
學

読

が
比
較
的

に
之
を
閑
却

し

た
る
傳
統

に
從

ひ
、
他
方

に
於

て
は

そ
れ

に
封
ず

る
自

分

の
考
察

か
な
ほ
未
熟

な
る
が
故
を
以

て
、
叢

に
は
之

に
論
及

せ
ざ

る

こ
と
L
す
る
。

バ

ン

ク

ゲ

ル

ト

此

銀
行

支
彿
手
段

、
即
ち
銀

行
貨

幣
は
銀

行
券

ご
預
金
貨
幣

こ

の
包
括

的
名
稗

に
外
な
ら

諏
、
銀
行

に
よ
り
て

登

行
せ
ら

る

、

一
般

的
支
梯
手
段
を
意
味
す

る
の
で
あ

る
。
大
.抵

の
交

明
國

に
放

て
は
命
本
位
制

度

が
支
配

し
て

み
る
。
此
制
度

に
於

て
金
貸

帯

が
洗
麺
す

る

に
し
て
も
そ
の
数

量

は
金

の
敷

畳
に
よ
り
て
限
定

せ
ら
れ
て
る

る
。

流
通
す

る
貨

幣

の
大
部
分

、
而

し
て
数
量

の
統
制

の
容
易
な

る
も
の
は
銀
行

支
擦

.手
段

に
外
な
ら

諏
。

一
禮

.
金

本
位
制
度

は
此

銀
行
貨
幣
を
金

の
敷

畳

に
よ
り
て
束

縛
す

る
役
目
を
演

じ
て

み
る
。
銀
行
券

登
行

に
関
す

る
各
褄

の
制

度

は
常

に
何
等

か
の
形
式

に
於

て
正
貨
準
備

の
敷

畳

に
よ
b
て
そ
の
数

量
を
制
限

し
謝
節

せ
む

ご
す

る
も

の

で
あ
る
。
預

金
貨

幣

の
数

量

が
重

に
こ
の
銀
行
券

か
ら
成

る
支
彿
準
備

の
大

さ
に
よ
り

て
制

限

せ
ら

る

、
以

上
、

銀
行
貨
幣

は
す

べ
て
直

接

に
又

は
間
接

に

,
所
有

せ
ら

る

、
金

の
数

量

に
よ
b
で
束
縛

せ
ら

れ

る
ご
見
な

け
れ
ば

な
ら

諏
。
撚

れ
ヂ
、
も
そ

の
中

、
金

の
敷

畳

に
よ
b
て
直
接

に
束

縛
せ
ら

る

、
銀
行
券

に

つ
い
て
見

る
に
、
全
額
準

痛
制
度

の
採
用

せ
ら

れ
ざ

る
以

上
、

(
例

へ
ば
比
例
準
備

法

に

よ
る
に
せ
よ
屈
伸
制
限
法

に
よ

る
に
せ
よ
)
正
貨
準

備

を
超
過
し
湿

る
だ
け
の
登
行
数

量

に
つ

い
て
は
、
な

ほ
伸
縮

の
除
地

を
存
す

る
も

の
で
あ
る
。
預
金
貨
幣

に
至

り

て
は
、
準

備

の
割

合
が
或
程
度

ま

で
に
可
憂
的

で
あ

る
以
上

、
金

こ
の
比
例
か
ら
見

て
、
其
数

量

の
増
減

の
範

論

叢

貨
鱗
…数
量
論
に
つ
い
て

第
三
十
巻

七
四
九

第
五
號

三
七



臣
.

.

、霞
.

.阯

論

叢

貨
幣
数
量
説
に
つ
い
て

第

三
十
巻

七
五
〇

第
五
號

三
八

團

は

可
な

り

に
大

で
あ

る

ご
見
得

る
。

今

日
登

達

し

陀

る
経

済

組

織

の
肚

會

に

あ

b

て

は

、
其

取

引

の
八

十

乃

至
九

十

パ
ァ

セ

ン
ト

は
預

金
貨

幣

を

以

て
螢

ま

れ

る

ご
云

ふ
。

こ
れ

に
銀

行

券

に
よ

る
取

引

を
加

ふ

る

ご
き

は

、
更
.に
亘
額

に
達

し

よ

う

、
從

ひ

て

、
銀

行

支

佛

手

段

に
し

て
十

分

に
統

制

し
得

ら

る

、

ご
き

に
は

、
貨

幣

の
購

買
力

も

著

し

く
安

定

し

う

。の、
し

ビ
考

へ
ら

れ

る
。
而

し

て

、
此

銀

行

支

彿

手

段

の
増

減

が
前

述

の
如

く

金

の
歎

量

の
制

限

の
下

に
立

つ

ご
云

ふ

こ
と

は

、
す

で

に
み

る
程

度
.ま

で
、

か

・、
る
意

味

に
於

け

る
統

制

に
役

立

つ
。
黙

れ
.こ
も
、

一
方

金
.の
数

量

が

濁
自

の
原

因

に

よ

り

て
麺

動

ず

る

こ

ご
、

及

び

そ

の
数

量

に
よ

る
制

限

内

に
於

て

も

銀

行
支

彿

手

段

の
可

な

り

に
攣

動
す
.る
除

地

あ

る

こ

ざ
は

共

に
別

の

仕
方

に

於

け

る
統

制

を

必
要

ピ
す

る
。

加

之

、
若

し
所

謂

自

由

本

位

制

度

が
實

行

せ
ら

れ

す

べ
て

の
貨

幣

制

度

が
特

殊

の
金

属

、
殊

に
金

の
基
礎

か
ら

離

る

、
場

合

に
は

、
前

述

の
如

き

金

に
よ

る
制

限

は

全
然

作
用

の
絵

地

が
な

い
。

か

く

て

、
金

の
数

量

に
よ

る
統
制

ご
云

ふ
以

上

、
廣

義

の
貨

幣

の
敷

量

が
伸

縮

し

得

る

一
定

の
限

度

に
於

て
之

を

調

節

す

る

こ
ご

が
貨

幣

の
僧

位

の
安

定

を

期

す

る
上

に
於

て

、
必

要

こ
な

る
。

貨
幣

の
償
値

の
金
の
殿
量
に
よ
る
安
定
は
次
の
意
味
に
於
て
の
み
存
す
る
。
金
の
数
量
に
よ
り
て
銀
行
支
梯
手
段
が
制
限
せ
ら
れ
る
。
從
っ
て

前
者
の
束
縛
を
は
な
れ
て
後
者
が
無
制
限
に
壊
滅
し
得
ぬ
。
金
の
数
量
が
あ
ま
り
に
増
加
す
れ
ば
物
慣
の
騰
貴
、
貿
易
の
逆
調
、
正
貨
の
流
出
に

よ
り
で
物
憤
が
下
落
し
、
金
の
数
量
が
ま
た
あ
る
程
度
以
上
に
減
少
す
れ
ば
反
射

の
現
象
を
生
ず
る
。
か
く
て
、
金
の
数
量
の
国
際
的
分
配
が
適

宜
に
保
た
れ
得
る
や
う
に
、
自
動
的
に
調
節
せ
ら
れ
、
銀
行
支
梯
手
段
も
ま
た
ま
た
そ
れ
に
よ
り
て
適
宜
に
統
制
せ
ら
れ
る
。
然
れ
ど
も
、
一
方

此
自
動
的
調
節
は
可
な
り
の
期
間
を
要
し
、
且
つ
そ
の
行
は
れ
う
る
程
度
に
つ
い
て
も
考
察
を
必
要
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
他
方
、
金
の
数
量
の

世
界
的
受
動
か
ら
来
る
影
響
は
到
底
、
此
機
構
に
よ
り
て
除
か
れ
ず
、
貨
幣
の
慣
値
は
常
に
そ
れ
に
よ
り
て
安
定
を
お
び
や
か
さ
れ
る
。
藪
に
於

て
、
貨
幣
の
制
度
ひ
い
て
は
そ
の
槽
臥値
を
金
の
基
礎
か
ら
切
り
は
な
す
こ
と
が
如
何
な
る
程
度
ま
で
必
要
で
あ
る
か
、
叉
之
を
切
離
す
ζ
と
に
は

如
阿
な
る
困
難
を
生
ず
る
か
、

の
問
題
が
生
ず
る
、
・
わ
ら
の
考
察
は
窮

を
他
旧
に
期
す
る
外
被
な

い
。


